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特集　 院内の花活け
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
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し
ま
す
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
は
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も

、
ま
た
病
院
に
も
影
に
日
向
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り

、
た
だ
た
だ
感
謝
の
言
葉
あ
る
の
み
で
す

。

　
こ
こ
で
は
当
院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
担

っ
て
い
る
大
切
な
役
割
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た

。

　
私
が
最
も
大
切
な
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
の
は

、
病
院
機
能
評
価
の
項
目
で
言
え
ば

、
快

適
な
療
養
環
境
の
設
定
ー
す
な
わ
ち

「
や
す
ら
ぎ
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

」
の
項
と
思

い
ま
す

。
そ
こ
に
は
院
内
の
絵
画

、
観
葉
植
物

、
イ
ン
テ
リ
ア
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
と

、
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
積
極
的
な
実
施
が
あ
り
ま
す

。
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
以
上
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は
免
れ
な
い
の
で
す
が

、
こ
う
し
た
や
す
ら
ぎ
へ
の
配
慮

は
患
者
さ
ん
に
は
特
に
大
切
と
思
い
ま
す

。
こ
の
点
当
院
で
は

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
お

か
げ
で
申
し
分
な
く
実
施
さ
れ
て
お
り

、
心
強
い
限
り
で
す

。

　
そ
れ
と
も
う
一
つ

、
朝
の
受
付
け
付
近
で
感
ず
る
こ
と
で
す
が

、
不
安
気
に
当
院
を
受
診

さ
れ
る
患
者
さ
ん
へ
の
心
配
り
や

、
多
く
の
患
者
さ
ん
の
手
続
き
な
ど
手
伝

っ
て
い
た
だ
き

大
変
好
評
で
す

。
医
師
や
看
護
師
に
も
で
き
な
い
患
者
さ
ん
へ
の
ご
配
慮
を
期
待
し

、
今
後

と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
活
躍
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
次
第
で
す

。

～お花のパワーをいただいています～

　私達ボランティアは、毎日院内にお花を飾る活動
を行なっています。
　場所は、本館1階のロビー、2階の家族待合室、
緩和ケア病棟のラウンジや廊下などです。
　活ける花は、がんセンターの花壇や、ボランティ
アの庭で、丹精込めて育てた季節の草花を利用し
ています。
　患者さん、ご家族にお花を通じて、心の安らぎを
感じていただけるよう、心を込めて活動していま
す。

　　　　　　ギャラリー展　「我が家のアイドル　写真展」作品募集
展示日　　H18・10・3（火）～10・17（火）
場所　　　１階　エレベーター前のギャラリー展
作品　　　「我が家のアイドル」の写真。自慢の可愛いお子さん、ペット、紹介したい庭などなんでも。
参加者　　患者さん、職員、ボランティアなど、どなたでも。
＊コメントを添付の上、９月20日までにボランティア室・又はボランティアまでお渡し下さい。
＊基本的には作品はお返し致しません。返却ご希望の方は、その旨をご記入ください。

緩和ケア病棟ラウンジで花を活
けている様子です。

ラウンジテー
ブルにも
飾っていま
す。

１階ロビー総合案内所
のお花です。季節を
感じていただけるよう
気をつけています。

＊ボランティアに興味のある方、活動をしてみたい方は、９月号の名取広報や宮城県広報をご覧の上ボランティア
室までご連絡下さい。お待ち致しています。



　
　
　
　
編
集
後
記

　
冬
は
深
い
雪
に
覆
わ
れ
て
し
ま
う

、
栗
駒
山
の
世
界
谷
地
湿
原
で

は

、
ニ

ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
見
頃
で

、
一
年
で
一
番
華
や
か
な
季
節
を

迎
え
て
い
る
そ
う
で
す

。

　
早
い
も
の
で

「
ひ
だ
ま
り

」
も
第
八
号
と
な
り
ま
し
た

。
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
ず
に

、
さ
さ
や
か
な
気
持
ち
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す

。
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　野田山の木々の緑が深くなりました。ロビーから見るそれは、眼にやわらかく、
緑色に染まった空気は、胸にやさしく入ります。私達ボランティアは、病院におい
でになる方の気持ちに添うことができるよう、気配りします。時候の挨拶をかわし
たり、「トイレはどこ？」「タクシーを呼んで！」と少し頼られることに心が弾みま
す。診察室へ案内したり、車椅子を押すと力がみなぎります。ボランティアで喜
びをもらい、張りのある時間と楽しみをもらっています。相手の方を大事にしなが
ら、自分をも大切にできるボランティアに感謝しています。
　
　　　　　　                                                          　（柴崎　文子）

　問題　　　□のなかに文字を入れて、唱歌を完成させて下さい
　　　　　　　　　　　　　七夕さま
　　ささの葉さらさら　　 のきばにゆれる
　　お星さま□□□□　きんぎんすなご

＊答えはボランティア室までお願いします。お答えの方には素敵な栞を差し
上げます。
　　（春号の虫くい四文字熟語の答えは［知］［会］［八］でした）

　クイズ 　虫くい唱歌

　　　　　　～ある日のボランティア活動日誌から～

その日あったこと、感じたこと、気が付いたことなどを日誌に記入しています。あ
る日のボランティア活動日誌をご覧下さい。

　［外来活動］
　　　6/7　　玄関前のゼラニュームが雨にぬれ、花びらが散り、入り口が赤
　　　　　　　　くにじんでいたので、花びらをつんでやりました。
　　　6/14　「お世話になりました」との声にうれしく思いました。また前向
　　　　　　　　きに頑張ろうという、はげみになりました。
　［移動図書］
　　　6/7　　お昼寝されている方が多かったです。園芸の本という希望
　　　　　　　　がありました。一冊持っていったのですが、前に見た本だと
　　　　　　　　いうことでした。
　［緩和ケア］
　　　6/21　　雨上がりの晴れ。庭にまた別のお花が咲き、活け替えをす
　　　　　　　　　るのに助かります。中庭を少し掃きました。
　［緩和ケアティーサービス」
　　　6/14　　「相変わらずおいしいコーヒーですね」と患者さんから声をか
　　　　　　　　けられました。
　［絵手紙］
　　　5/18　　5名の方々が講習にいらっしゃいました。2度目の方は前回
　　　　　　　　よりうまく描けたと自分に拍手をされていました。

　　　　　　　　　　ギャラリー展
H18・7・4～7・25　　　　あなたの街の駅展＆日本の名山展
H18・8・1～8・22　　　　落合仁子　シルクフラワー展

　　　　　　　　　　　　　　　イベント
H18・7・21　　　　　　　　笑って笑って民話寄席
H18・8・25　　　　　　　　第２４回ロビーコンサート　マジックショー＆ピアノ演奏
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梅
雨
晴
れ
の
山
の
息
吹
き
に
つ
つ
ま
れ
て
我
を
育
て
し
小
学
校
に
立
つ
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